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　現在残る旧唐津銀行本店は、明治４５年（１９１２年）に竣工しました。
　建設には、頭取である大島小太郎とともに高橋是清から唐津藩英学校
（耐恒寮）で教えを受けた辰野金吾の監督のもと、愛弟子である田中実が
設計を担当しました。

表紙説明 旧唐津銀行（唐津市指定重要文化財／佐賀県指定重要文化財） 表紙・本文帯
「月信」揮毫

牛島 征四郎
（佐賀RC）
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Governor's message

「水と衛生」月間によせて

2022-2023年度　第2７４0地区　ガバナー 上村　春甫

　水温む候、皆様いかがお過ごしでしょうか。

私は、各グループのインターシティ・ミーティン

グ出席、緒方信行カバナーエレクトの地区チー

ム研修セミナー出席、今年度第３回ガバナー会

議出席等思いのほか忙しかった２月が終わり、

まわりに目を向ける余裕が少し生じてきたなか、

まさに水温む季節となってきたと感じていると

ころです。

　水温むといえば、今月はちょうど「水と衛生」

月間ですので、それについて述べたいと思います。

　「水と衛生」は、先月も述べましたが、「平和

と紛争予防／紛争解決」「疾病予防と治療」「母

子の健康」「基本的教育と識字率向上」「経済と

地域社会の発展」「環境保護」と並ぶ、国際ロー

タリーが世界の中で最も支援を必要とする人道

的奉仕ニーズとして捉えている７つの重点分野

のひとつです。

　ロータリーは、「安全な水と衛生設備の利用

は、すべての人がもつべき権利である」という

考え方のもと、たとえば、水を得るために毎日

２５ｋｍを歩かねばならず、水運びをしなければ

ならない子どもも大勢いるネパールの農村地域

での５００人分の水を貯蔵できるタンクの設置、

同じくネパールのシティーマンガールというとこ

ろにある学校の貯蔵タンク（１２，０００リットル）

を活用するためのポンプとフィルターとの設置、

７００万人が水を原因とする疾病リスクにさらさ

れているガーナでの水と衛生プロジェクトの実

施、トイレのないフィリピンの農村地帯での多

数のトイレの設置、大規模な鉱業の発展ととも

に、フッ化物含有物質によって土壌が汚染され

たインドの地域社会での水浄化プラントの設置

等々の活動を行ってきています。また、ロ－タ

リー財団は２０１３年から、１００カ国余りで実施

されている１，０００件以上のＷＡＳＨプロジェクト

に投資しています。財団からの補助金やロータ

リークラブの募金活動で得た資金を元に、ロー

タリー会員が浄水、衛生教育、仮設トイレの建
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ウクライナに「カイロ」を送りました！

　極めて厳しい寒さの中、電気や暖房が使えないウクライナに第２７４０地区として皆さんの想いを込
め、カイロを送ることができました。
　ロータリーのネットワークで、塚﨑寛直前ガバナーより情報提供をいただきまして早期支援へと
つながりましたので、ご報告申しあげます。

　２月に入って、地区から送りました「カイロ」がウクライナに到着したとの報告がありました。
　この「カイロ」は「ロータリークラブ　ドニプロシティ」のメンバーにより、被災者等に配布を
して頂いているようです。

◦発送期日：２０２２年１月１８日
◦発送品目：使い捨てカイロ２４０枚入り箱×７箱（合計�１，６８０枚）
◦配 送 先：ＰＯＬＴＩＮＩＮ�ＯＬＥＨ�様（ウクライナ国ドニプロシティＲＣ会員）
◦配送手段：郵便局の国際スピード郵便（ＥＭＳ）

設、廃棄物管理を支援しています。

　世界の湿極と言われる日本（乾極はアラビア

半島）、なかでも１０分間降水量２０ｍｍ以上の

強雨回数で、南部九州に次ぎ、紀伊半島と並

んで全国で２番目に多いという記録もある北部

九州に住む身としては、水へのアクセスがおぼ

つかない環境というのはなかなか想像しがたい

ところ、ロータリーの「水と衛生」にかかる活

動をみると、改めて「水」の大切さが認識され

ます。

　今後ともロータリーでの活動を通じて「すべて

の人が、安全な水と衛生設備とを利用できる」

環境作りに貢献していくとともに、日頃の生活

のなかでも「水」を大切にしていきたいと思っ

ています。

Governor's message
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◎２０２３．０１　国際青少年交換委員会オリエンテーション

　国際青少年交換委員会は、毎月最終の日曜日をオリエンテーション並びに委員会の開催日としております。
本年最初の委員会、オリエンテーションは諫早サンプリエールにて開催致しました。
　インバウンド学生５人の日本語のスピーチ、アウトバウンド学生４人の英語のスピーチ、其々の工夫を凝ら
した文章を英語、日本語で発表しました。アウトバウンドの日本の学生は相当な練習を積んでいるのが聞いて
取れます。スピーチをきいていると、多分覚えてしまっているのでしょう、発音はおざなりになってしまい早
口で単語を並べているだけに聞こえてしまいます。比べて、インバウンドの学生は日本人の学生と違いのんびり、
自分のスマホにローマ字でスピーチをうちこんで何処かに必ず笑ってもらおうという工夫をします。大した練
習をしていないのはバレバレなのですがそのオチのつけ方はみんな上手に仕上げますから短いスピーチでも拍
手を誘います。そんなスピーチの中から、ステイ先の暮らしや学校生活を垣間見ることができます。アウトバ
ウンドの候補生は、今夏出発に備えて、この日に派遣先の決定を伝えられる予定でしたのでワクワクドキドキ
だったと思います。２０２３〜２０２４年度の派遣先は、暫定的にアメリカ・カナダ地区のみになりました。西からワ
シントン州５０５０地区シアトルの対岸の島です。次にＥＳＳＥＸ地区アメリカ北東部の多地区エリアです。もうひと
つは、カナダカルガリー周辺の地区です。最後は、長崎市と姉妹都市セントポールの交換事業が今年から再開
されることになり、セントポール市に派遣されます。まだ、出発は６ヶ月先ですが予防接種証明、公的証明健
診と普段の生活が忙しくなりモチベーションがどんどん上がってきます。
　委員会も交換のための相手地区との契約を交わす作業を進めています。

国際青少年交換委員会報告

国際青少年交換委員会　副委員長　下津浦 正明（佐世保南ＲＣ）
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　令和５年２月４日、佐賀市のアバンセにおいて、インターアクト後期指導者研修を開催しました。指導者研
修は、毎年前期と後期の２回地区インターアクト委員会で開催していましたが、過去２年度はコロナウイルス
感染拡大のため開催できず、また本年度の前期の研修はZoomによるオンラインミーティングでの開催でしたの
で、３年ぶりに集合型（なお、一部Zoom参加の方もおりました）での開催となりました。
　内容としては、上村春甫ガバナーにご挨拶頂いた後、まず第２７００地区の広報・公共イメージ委員長の田村志
朗様より、「インターアクトは世界を救う〜広報のチカラでインターアクトを拡げよう〜」のテーマで基調講演
を行って頂き、インターアクトの歴史や活動の意義、ローターアクトやＲＹＬＡなど、他の青少年事業の話など、
参加者には改めてインターアクトの活動を見直す機会となる有意義なお話を頂戴しました。
　また、その後は、徳川清隆第２７４０地区ＲＹＬＡ委員長より、本年度地区ＲＹＬＡ委員会が６月の開催を予定して
いるＲＹＬＡ事業について詳細に説明をしてもらっています。
　各学校行事等と重なるなどしており、数多くの高校に参加してもらうことはできませんでしたが、参加した
方には新たな気づきのための機会を提供できた有意義な研修となりました。

インターアクト後期指導者研修報告

インターアクト委員会　委員長　長戸 和光（牛津ＲＣ）
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◎２７４０地区補助金管理セミナー報告

　コロナの感染状況が酷くなった２０２０年２月に予定していた補助金管理セミナーは中止に追い込まれ、その後
も２０２１年２０２２年と中止。しかし発生から３年が経ち、コロナをめぐる社会状況も前向きな対応が進んで感染状
況も漸く落ち着き始めた今年、２０２３年２月５日（日）地区内５４クラブ（１０２名）の次年度クラブ会長・幹事・
他財団委員会関係者に佐賀の「ホテルマリターレ創世」まで集まっていただき、３時間の「補助金管理セミナー」
を開催しました。
　３回中止になった分今回のセミナーは内容が多岐にわたり、４名の講師の講演で過密なタイムスケジュール
となったため、本題の地区補助金申請については、財団委員会で作成した冊子を配布し要点のみを次年度の補
助金委員長が解説するということになった異例のセミナーは、１３時３０分上村春甫ガバナーの点鐘でスタートし
ました。

　４名の講師と講演内容は以下の通りです。
　先ず１人目は、グローバル補助金奨学生で長崎大学病院・感染制御教育センター副センター長の田代将人准
教授。コロナ禍で誤った情報が氾濫する中、コロナの正体を最前線の医師によってこれまでの研究で明らかに
なったものをわかりやすく解説していただきました。
　地域のリーダーであるロータリアンはまさに「目からウロコ！」、熱心に田代准教授の講演に集中していまし
た。本当に「また聴きたい！」と思わせる素晴らしい３０分の講演でした。
　２人目と３人目は、佐賀ロータリークラブのメンバーでもある佐賀医
科大・香月武名誉教授とロコメディカル研究所・所長の江口有一朗医師（江
口医師はビデオでの出演）にロータリー財団がグローバル補助金を使い
モンゴルでの医療支援を続けていることを実際の医療現場のたくさんの
スライドを見ていただくことでメンバーに知ってもらいました。
　１０分の休憩のあと、本題の地区補助金の申請について西川義文次年度
補助金委員長に３０分という大変短い時間で解説をしてもらいました。
　４人目最後の講師は駒井英基パストガバナー（第３地域ＡＲＲＦＣ・財団
地域コーディネーター補佐）に「ポリオデーに関する企画について」。ロー
タリー財団の中にはポリオプラス委員会がありますが当地区だけが実質
的な活動を行っていないことから短い１０分という時間でメンバーに周知
し、協力を得るための講演となりました。
　最後の講評は緒方信行ガバナーエレクトの代理で村瀬高広次年度地区
幹事（佐世保北ＲＣ）にパシッと締めていただき、本当に最高レベルに
充実したセミナーでありました。

　ご多忙の中講師を務めていただいた４名の先生方、また貴重な日曜日
に出席いただいた５４クラブのメンバーの方々ありがとうございました。

ロータリー財団委員会報告

ロータリー財団委員会　委員長　岡村 康司（長崎南ＲＣ）
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社会奉仕委員会　委員長　手塚 智司（佐賀西ＲＣ）

　　　　　社会奉仕報告「ピザ作りを通じた食育活動」寄 稿

　令和４年１２月４日（日）、佐賀商工ビルの駐車場にて、佐賀市神野にある「ピッツェリア・ダ・ジーノ」の沖
津健様とクラブ会員が所属する山代ガス様にご協力いただき、「ピザ作りを通じた食育活動」として児童養護施
設の子供たちにキッチンカーでピザを作って食べてもらうとともに、山代ガス様のキャラクター「ヤマシロン」
の食育ショーを実施するイベントを行いました。
　参加してくれた養護施設の多数の子供たちが、各々ピザに好きなトッピングをし、出来立てのピザをおいし
そうに食べている姿を見て、心が温まりました。
　ピザを食べた後は、ヤマシロンによるバランスよい食事の重要性を学ぶショーを見てもらいました。プロの
アクション俳優が行うショーは想像以上で、大人でも見応えのあるものでした。また、ショーの後、ヤマシロ
ンと一緒に小さい子供が戦隊ヒーローのポーズを決めて記念撮影をしていた姿が印象的でした。
　イベントを通じて、子供達の笑顔を見ることが出来て、幸せを感じるとともに、来年度もまたこのようなイ
ベントを行えたらと思う一日でした。

米山奨学生のお子さんとクラブ会員の
子供たちも一緒に楽しみました
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2０22年12月会員数・出席報告

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月

累　
計

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入

退
会

増
減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐 賀 ４� ７２.８� ７４ ６ ７７� ７� ０� ０� ０ ３�
小 城 ３� ５１.６� ２９ ４ ２９� ４� ０� ０� ０ ０�
牛 津 ３� ８２.６� ３０ ０ ３１� ０� ０� ０� ０ １�
多 久 ４� ７７.４� ３４ ５ ３６� ６� ０� ０� ０ ２�
佐賀大和 ４� ６７.３� ２６ ５ ２７� ５� ０� ０� ０ １�
小 計 ７０.３� １９３ ２０ ２００� ２２� ０� ０� ０� ７�

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 ３� ６５.５� ４１ ４ ４２� ４� ０� ０� ０ １�
佐 賀 北 ３� ６８.０� ４４ ３ ４４� ３� ０� ０� ０ ０�
佐 賀 南 ３� ６８.９� ３６ ３ ３９� ４� ０� ０� ０ ３�
神 埼 ３� ７６.８� ３５ ４ ３８� ４� ０� ０� ０ ３�
佐賀空港 ３� ８４.３� １７ ０ １７� ０� ０� ０� ０ ０�
小 計 ７２.７� １７３ １４ １８０� １５� ０� ０� ０� ７�

第
３
グ
ル
ー
プ

有 田 ３� ６８.８� ３１ ２ ３１� ２� ０� ０� ０ ０�
武 雄 ３� ８０.０� ４３ ２ ４５� ３� ０� ０� ０ ２�
鹿 島 ３� ７９.６� ３０ ３ ３１� ４� ０� ０� ０ １�
嬉 野 ４� ８３.４� ２７ １ ２７� ２� ０� ０� ０ ０�
大 町 ４� ６２.５� １４ ０ １６� ０� ０� ０� ０ ２�
太 良 ４� ９１.７� ９ ０ ９� ０� ０� ０� ０ ０�
小 計 ７７.７� １５４ ８ １５９� １１� ０� ０� ０� ５�

第
４
グ
ル
ー
プ

唐 津 ３� ８６.８� ５７ ０ ５４� ０� ０� ０� ０ -３�
伊 万 里 ４� ８５.５� ３１ ０ ３１� ０� ０� ０� ０ ０�
唐 津 東 ４� ７７.２� ４８ ０ ４９� ０� ０� ０� ０ １�
唐 津 西 ３� ９０.１� ２８ ０ ２７� ０� ０� ０� ０ -１�
伊万里西 ４� ９７.０� ３６ １ ３９� ２� ０� １� -１ ３�
唐津中央 ４� ７６.３� ３５ ５ ３５� ５� ０� ０� ０ ０�
小 計 ８５.５� ２３５ ６ ２３５� ７� ０� １� -１� ０�

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 ３� ８０.６� ７４ ０ ７３� ０� ０� １� -１ -１�
平 戸 ４� ９１.０� ２４ １ ２２� ２� ０� ３� -３ -２�
北 松 浦 ４� ９５.５� ２２ ０ ２３� １� ０� ０� ０ １�
佐世保西 ３� ８１.７� ２２ ３ ２２� ３� ０� ０� ０ ０�
松 浦 ４� ７９.２� ２５ １ ２７� １� ０� ０� ０ ２�
小 計 ８５.６� １６７ ５ １６７� ７� ０� ４� -４� ０�

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月

累　
計

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入

退
会

増
減

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 ３� １００.０� ５９ １ ６２� ２� ０ ０ ０ ３�
佐世保東 ４� ７９.０� ２４ ０ ２３� ０� ０ ０ ０ -１�
佐世保北
(衛星クラブ) ４� １００.０� ５０ ４ ５４�

（１１） ５� ０ ０ ０ ４�

佐世保中央 ４� ８６.１� ４８ １ ５２� ２� ０ ０ ０ ４�
佐世保東南 ３� ６６.０� ３４ １ ３２� ０� ０ ２ -２ -２�
ＨＴB佐世保 ３� ８０.０� ２２ ３ ２２� ３� ０ ０ ０ ０�
小 計 ８５.２� ２３７ １０ ２４５� １２� ０ ２ -２� ８�

第
７
グ
ル
ー
プ

大 　 村 ３� ９３.５� ４０ ４ ４１� ４� ０ １ -１ １�
島 　 原 ４� ８６.６� ２９ ２ ２９� ２� ０ ０ ０ ０�
大 村 北 ３� ８１.０� ２６ １ ２６� １� ０ １ -１ ０�
島 原 南 ３� ６０.０� １５ ０ １５� ２� ０ ０ ０ ０�
大 村 東 ３� ８５.７� ３４ ４ ３７� ４� ０ ０ ０ ３�
小 計 ８１.４� １４４ １１ １４８� １３� ０ ２ -２� ４�

第
８
グ
ル
ー
プ

諫 　 早 ４� ７６.３� ７３ ０ ７３� ０� ０ ０ ０ ０�
諫 早 北 ４� ７６.０� ７８ ４ ７８� ４� １ ０ １ ０�
諫 早 西 ４� ９９.５� ５０ １ ４８� １� ０ ０ ０ -２�
諫早多良見 ４� ９１.１� ２８ ０ ２９� １� ０ ０ ０ １�
雲仙�諫早南 ２� ６９.１� １８ ６ ２０� ６� ０ １ -１ ２�
小 計 ８２.４� ２４７ １１ ２４８� １２� １ １ ０� １�

第
９
グ
ル
ー
プ

長 　 崎 ４� ８０.９� ５９ ０ ６１� ０� １ １ ０ ２�
福 　 江 ４� ８９.３� ２９ ０ ３０� ０� ０ ０ ０ １�
長崎北東 ３� ７３.２� ３８ ２ ３９� ２� １ ０ １ １�
福江中央 ３� ９５.８� １６ １ １７� １� ０ ０ ０ １�
長 崎 西 ３� ６９.９� ３５ ０ ３５� １� ０ １ -１ ０�
長崎琴海 ３� ７９.０� ７ ０ ７� ０� ０ ０ ０ ０�
小 計 ８１.４� １８４ ３ １８９� ４� ２ ２ ０� ５�

第
１０
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 ３� ７３.５� ７３ ０ ７５� ０� ０ ０ ０ ２�
長 崎 南 ３� ７８.７� ７０ ０ ６８� ０� ０ ２ -２ -２�
長 崎 東 ４� ７２.１� ３７ １ ３７� １� ０ ０ ０ ０�
長崎みなと ３� ８２.５� ２８ ０ ２９� １� ０ ０ ０ １�
長崎中央 ４� ９５.０� ５０ １ ４７� １� ０ ０ ０ -３�
長崎出島 ４� ６８.６� ７１ ８ ７１� ８� ０ ０ ０ ０�
小 計 ７８.４� ３２９ １０ ３２７� １１� ０ ２ -２� -２�

５５クラブ合計 ８０.２� ２,０６３ ９８ ２,０９８� １１４� ３ １４ -１１� ３５�

＊�上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は� �
２０２２年７月１日から２０２２年１２月末までの増減です。
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新会員紹介

　私たちの新しい仲間になられました
方々を紹介します。

※氏名の下部は勤務先、役職
※�今月号に記載が間に合わなかった新会員の方の
ご紹介は、次号に記載させていただきます

中島　悟 君
享年７１歳

大村RC

坂本　治 君
大瀬戸鉄工所
代表者

長崎北東RC

平野　拓也 君
㈱平野工業所
代表取締役

山川　信彦 君
㈱十八親和銀行
取締役頭取

諫早北RC 長崎RC

寄付者紹介

　ご厚意に深く感謝申し上げます。認証者の方を記載いたします。

米山記念奨学会
種　　類 氏　　名 クラブ名

米山功労者
メジャードナー

大神　邦明 佐世保
為永　伸夫 大村東

米山功労者マルチプル

駒井　英基 佐賀南
合瀬　一男 神埼
空閑　彰彦 神埼
山崎　唯之 神埼
森　　長之 諫早
千葉　憲哉 諫早北

米山功労クラブ
神埼
有田
諫早

ロータリー財団
種　　類 氏　　名 クラブ名

マルチプル
ポールハリスフェロー

山崎　唯之 神埼
西畑栄一郎 佐世保東
中道　節也 諫早
山﨑　祥弘 諫早西
濵本　浩邦 長崎
許斐　義彦 長崎西
馬場　政徳 長崎西

物故者

　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ポリオ・ワンコインＢＯＸ報告 今月分ＢＯＸ金額 累計金額

１８０,６９３ ２,０１２,６５２
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開催日：２０２２年１１月２７日（日）
開催場所：フジカントリークラブ
参加者人数：１４６名

　今回の記念ゴルフ大会は、感染予防対策としてプレー終了後の表彰式は行わず、前半のスコアーにて順位を
決める「ハーフコンペ方式」にての開催となりました。
　天候にも恵まれ、参加者及び関係各位の皆様のご協力を頂き、無事に大会を終了する事が出来ました事に厚
く御礼申し上げます。
　又、当日「エンドポリオ撲滅チャリティー募金」をお願いしましたところ、快く多くの皆様よりの募金のご
協力を頂きました。「ガバナー事務局」を通して寄付をさせて頂きました事を合わせてご報告致します。

寄付金額　131，921円

地区大会記念ゴルフ
「エンドポリオ」撲滅チャリティー大会報告書

佐賀北ロータリークラブ

1０Rotary International District 2740
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肥
前
國

の風
景 

編集後記

　
寒
鶯
亭
は
、
多
久
町
出
身
の
炭
鉱
王
、

高
取
伊
好
が
大
正
十
四
年
に
当
時
の
多
久

村
に
公
会
堂
と
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　
亭
内
の
床
の
間
に
は
、
高
取
翁
の
筆
で

「
寒
鶯
待
春
」
の
書
が
あ
り
、
寒
鶯
亭
の
由

来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
鶯
亭　

［
佐
賀
県
多
久
市
多
久
町
］

　ロータリー年度の後半では、地区内の委員会活動が活発に行われています。
　また、国際交流や地域貢献、さらには創立周年事業を開催されるクラブも
あります。これら意義ある皆様の活動をより多くお知らせできるようにと、
月信委員会では編集作業を進めています。
　これからも皆様方からの記事の寄稿をお待ちしています。（吉）


